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現在一般に行われているツベルタリシ反応(以下
ツ反応と略〉の陰性，陽性の判定基準は野辺地等(J)
(2)のすぐれた着眼によって提唱されたもので，苦々
は之を日常臨床的に叉疫学的に使用して特に不自由
を感じな L、優秀な判定方法であると考えている。然
しながら凡ての生物学的反応が諸種の条件によって
~動を来すことは日常しばしば認められると ζ ろで
あって，ッ反応も亦同じ運命をまぬがれなし、。要は
その反応の本態を知り慎重に之を用いる以外に方法 
はなし、。
最近進藤ω(4)(5)ω，金子(7)(8)等は試験管内抗原抗
体反応における最適比の問題をツ反応に及ぼし，現
行 2000倍ツベルグリン稀釈液(以下ツ液と略)で陰
性でも，より高度の稀釈液にて陽性を示す者(所謂
異常反応者〉が相当の頻度に出現するから注意を要
するとし、う極めて重大な発表を行った。若しこれが
事実とするならば現在一般に広く行われている 2000
倍ツ反応による陰性，陽性即ち結核感染有無の診断
法は根本的に再検討しなければならず，非常な混乱 
を惹起することになる。既に降旗等(9)はこれに賛意
を表しているが，荻田 (10L 重松【1 )，野辺地(12)，染
谷(13)等は否定的立場に立っている。
扱て著者の一人北条(14)はツ反応の発現様相を逐 
時的に叉各種濃度の稀釈液を使用し極めて詳細に追
求観察したが， ヅ反応が γ液の力価，注射部位，注
射技術，測定方法，被験者の体況等々各種の条件に
よってプマj、様々な安動を示すこ ιを麗々経験した o 
叉ツ反応の強さを比較する場合，発赤の大きさのみ
をもってすることは極めて不完全で、あって二重発赤
をはじめ，硬結，水泡，出血，壊死等を考慮、に入れ
た所謂綜合強度をもってすべきで‘あり，叉ツ反応を
短期間に頻回同一部位に実施する場合，体況その他
の条件を一定するならば鈴木(15)，野辺地(16)，前田
(17)等をはじめ多くの人々によって認められている
ッ反覆注射の影響が大であると思考するものであ
る。
苦々は長年に豆り健康管理を実施している 2，3 
の小，中学校生徒，毛織工場女工及び当内科入院の
一般患者，結核患者と広く対象を選び且叉注射局所
もツ反応頻回施行部位，然らざる部位に分け， 4種
の異れる稀釈度のツ液を正確に同時に注射し所謂異
常反応の出現頻度を慎重に検討したのでその成積に
就て報告する。
2. 実験方法
1) 実験は昭和 28年 7月より同年 12月に亘り実
施した。 
2) 対象は先ず 2000倍 Y反応(実験成績では前
帯本論文の要旨は第 29回白木結核病学会総会に於て報告した。
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回ツベノLグリシ反応と記す〉を施行し，陰性乃至疑
陽性を呈した千葉県市原郡下の八幡小学校，五井中
学校，姉ケ崎中学校生徒，千葉県市川市日本毛織中
山工場の女工及び同時注射による 2000倍ツ反応が
陰性， 疑陽性， 陽性を呈した当内科入院の一般患
者，肺結核患者三ある。
3) ツ液は伝染病研究所製の旧ツベルクリシ原液
を 0.5%石炭酸加生理的食塩水で 500倍， 2000倍，
16000倍， 32000倍に稀釈使用した。
4) ツ液の注射法は厳密に調整したツベルグリゾ 
注射筒及び同注射針を用い各稀釈液を 0.1cc宛正確
に皮内に注射した。叉同時注射の注射局所は前記集
団別に頻回ツ反応を施行した左前醇(所謂常用部
付)，殆んど施行したことの無し、右前障，全然施行
したことのない右上障に分け，各稀釈液の注射間隔
は互に影響のない様適宜距離をおいて実施した。な
お使用ツ液は中学生及び入院患者に於ては 4覆，小
学生に於ては 3種，女工に於ては 2種である。 
5) 測定は正確を期する為に女工を除き他の集団
は凡て 24，48，72時間の 3回実施し，成績の記載は
結核予防会法(18)の正式記載法を用い発赤，硬結，二
重発赤，水泡P 出血，壊死，淋巴管炎等を詳細に記
入した。なお小，中学生に於ては 3回連続測定出来
た者のみ調査の対象とした。
6) 成績の比較検討は発赤(二重発赤を有する場
合はその発赤〉の縦横径の算術平均値をもってし，
叉測定時間は一般の慣例に準拠し 48時間のみとし
た。なお本研究の目的はあくまでも 2000倍を基準
としてそれより高度のツ稀釈液との関係であるが，
濃度によるッ反応の強度比較に使なるため 500倍の
成績を附加した。
3. 実験成績 
表に示す如<A群 (2000倍: 16000倍)， B群 
(2000倍:32000倍う共に 2000倍陰性乃至疑陽性者
から陽性に転じたものは 1名も見られない。 
2) 五井中学校
実施方法(表3)
前回ツ反応を以前に殆んど施行したことがないと 
-
思われる右前醇に行い，陰性，疑陽性者 167名(全
員 BCG接種の既往あり〉を得たが之等に対し今ま 
でツ反応を頻回施行した左前醇に 500倍， 2000倍， 
16000倍， 32000倍のツ液を同時に注射し 3回連続
測定の出来た者は 120名である。
実施成績(表4)
中欄，下欄に示す如く 2000倍: 16000倍， 2000 
倍:32000倍の発赤を比較検討するに両者とも 2000
倍陰性にして 16000倍， 32000倍で陽性に転じた者
は 1名もなく，た¥;:'2000倍:16000倍で疑陽性より
陽性に転じたものが 1名見られた。 
3) 姉ケ崎中学校
実施方法(表 5)
前回ツ反応は前述の五井中学校と全く同様の方法
で実施，その陰性，疑陽性者 224名(全員 BCG接
種の既往あり〉に対し今まで全然ツ反応を施行した
ことのない右上障を選び， 500倍， 2000倍， 16000 
倍， 32000倍のツ液を同時に注射し， 3回連続測定 
の出来た者は 135名である。
実施成績(表6)
前述の五井中学校と同様の方法でその発赤を対比
するに 2000倍陰性にしてより高度のツ液に於て陽
性に転じた者は 1名も無く， 2000倍疑陽性で 16000
表 1 
八幡小学校 総員 641名 欠席者 75名
A. 小学生.中学生，女工の場合 
(1)前回ツベルグリン反応 (2000倍〉

期日昭和28年 10月14日

1) 八幡小学校 部位左前醇 

実施方法(表 1) 〈十) 352名

前回ツ反応を頻回施行部位で、ある左前障に 対象 566名((土)' 119名) 
、)214名
施行し，陰性，疑陽性者 214名(全員 BCG (一) 95名 j 
接種の既往あり〉をA群， B群に分け， A群 (2)同時注射
fには 500倍， 2000倍， 16000倍， B群には 500 期日昭和 28年 10月 28日
 
倍， 2000倍， 32000倍のツ液を今まで γ反応 部位右前醇(殆んどツ反応を施行したことなし〉

3回連続測定した者 
A群 108名ー ………・100名 
(500倍， 2000倍， 16000倍〉 
B群 106名………… 92名 
(500倍， 2000倍， 32000倍〉
を施行したことがないと思われる右前障に同
時に注射した。なお両群に於て 3回連続測定
の出来た者はA群 100名， B群 92名である。 対象 214名/全員 BCG¥ 
実施成績(表2) l既接種者 j 
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表 2 八幡小学校 
  
2000倍:500倍， 2000倍:16000倍， 2000倍:32000倍の発赤比較
 
(48時間値，発赤平均値 mm)
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表 3 
81名欠席者五井中学校 総員 700名
くり前回ツベルクリン反応 (2000倍〉
期日昭和 28年 12月2日
部位右前碍 
(十) 452名

対象 619名 (土) 63名)噌....._~_，. 

(一) )04名 j
 円 
同時注射くの
期目昭和 28年 12月8日

部位左前陣(ツ反応頻回施行部{立〉
 
3回連続測定した者 
1500倍， 2000倍， ¥対象 167名(~~~~~ í~v~~~~~ 6'L ) 120名¥16000倍， 32000倍/

〈全員 BCG既接種者う
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表 4 五井中学校 
2000倍:500倍， 2000倍:16000倍， 2000倍:32000倍の発赤比較 
(48時間値，発赤平均値 mrn)
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表 5 
姉ケ崎中学校 総員 515名 欠席者 99名
(1)前回ツベノLグリ γ反応 (2000倍〉
期日昭和28年 12月7白
部位右前醇
(十〉 192名 
対象 416名 (+) 54名 1 
; 224名 
(一〉 170名 j
(2) 同時注射
期日昭和28年 12月9目
部位右上醇(ツ反応施行したことなし〉 
3回連続測定した者
対象 mf(500倍， 2000倍;cft.) 135名 
; ¥16000倍， 32000倍I /
(全員 BCG既接種者〉
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表 6 姉ケ崎中学校 
  
2000倍:500倍， 2000倍:16000倍， 2000倍:32000倍の発赤比較
 
(48時間値，発赤平均値 mm)
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倍で陽性に転じた者が 2名みられた。 
4) 日本毛織中山工場(女工〉

実施方法(表8)
 実施方法(表 10) 
前回ツ反応はその頻回施行部位である左前醇に於

て実施，陰性，疑陽性者 160名中 92名(全員 BCG
接種の既往あり〉に対し今まで殆んどツ反応を施行
したことのなし、右前障に A群 30名 (500倍と 2000

倍)， B群 33名 (2000倍と 16000倍)， C群 29名
 
(2000倍と 32000倍〉に分け同時注射を実施した。
 1) 一般患者(表 11)
前述の如く本実験群に於ては 48時間 1回測定した

1のみである。
 度の欄に示す如く陰性 8名，疑陽性 7名，弱陽性 
実脆成績(表 9) 
B群， C群をみるに 2000倍陰性，疑陽性にして 
16000倍， 32000倍で陽性に転じた者は 1名も見ら
れない。 
B. 入院患者の場合
当内科入院一般患者 21.名，結核患者 11名に対し
無差別に 500倍， 2000倍， 16000倍， 32000倍のツ
液を今まで全然ッ反応を施行したことのない右上陣
に同時に注射し 3回連続測定を実施した。
実施成積 
同時注射の 2000倍ッ反応で判定すると， ツ反応
名， ，r:I:;I等度陽性 4名，強陽性 2名でその年令は最低 
19才，最高 60才， 叉病名は表の知く種々のものが
含まれている。 48時間の発赤平均値を濃度別にみる
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表 8
白木毛織中山工場(女工〕
(1)前回ツベルグリユ/反応
期目 白昭和 28年 7月 26日
至 1 8月 5白
部位左前碍
(十) 2140名
、対象 2300名((+引I~-/ ¥160名
(ー )J
く2)同時注射
期日昭和 28年 8月 12日
部位右前醇殆んどツ反応を施行したことなし》
測定 48時間 1回 
A群 (500倍， 2000倍) 30名
対象 92名 B群 (2000倍， 16000倍)33名
C群 (2000倍， 32000倍)29名
(全員 BCG接彊者〉
表 9 日本毛織中山工場(女工〉 
2000倍:500倍， 2000倍:16000倍， 2000倍:32000倍の発赤比較 
(48時間値，発赤平均値 mm)
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表 10
第一内科入院患者
同時注射
期日 自昭和 28年 11月下旬
至 1 12月上旬
部 位右上陣(ツ反応施行したことなし〉
ツ濃度 500倍， .2000倍， 16000倍， 32000倍
測定時間 24時間，	 48時間， 72時間 
(1) 一般患者
対象 21名 
(-) 8名
同時注射	 2000倍(ω 7名
(十) 6名 
(2) 結核患者
対象 11名 
同時注射 2000倍(
f (一) 1名
l(十) 10名
表 11 第一内科入院一般患者 (0印矛盾現象〉 
症
siu 
番
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合
合
合
合
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合
合
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吋 200041吋 32凹0倍名濃~~度 
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移動性長S字状結腸症
震 血 
糖 尿 病 
s慢 性 腎 炎 
肝 硬 ~ 症 
ノζ セ ドウ 氏病 
貧 血
脊 髄 虜 
腸間膜淋巴腺腫脹 
胆 嚢 炎 
パ町セドウ 氏病 
肝 硬 ~ 症 
縦 隔 聾 腫 寝 
慢 性 腎 炎 
高 血 庄 
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球 麻ー 痔 
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糖 尿 病 
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。 。 。 。
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じ 2000倍陰性乃至疑陽性者で 16000倍， 32000倍 
のより高度の稀釈液で陽性に転じた者はなく，発赤
はよく濃度に比例していることがわかる。なお症例 
19 (中等度陽性〉と症例 21(強陽性〉で 16000倍よ
り32000倍の発赤が大なることが認められた。
2) 結核患者(表 12)
一般患者と同様にツ反応度をみるに陰性(陰性ア
ネノLギーと考えられる) 1名，弱陽性 1名，中等度
陽性 9名で年令は最低 20才，最高 69才である。そ
の発赤平均値をみるに陰性の 1例は 500倍 8mm
で 2000倍及びそれ以上の稀釈液に於ては凡て発赤 
を認めていない。なお症例6と症例8(共に中等度
陽性〉に於て 2000倍より 16000倍の発赤が大なる
ことが認められた。 
4. 総括並びに者案 
苦々は昭和 28年 7月より 12月に亘り千葉県下の 
小学校 1 (192名)， 中学校 2(255名)， 毛織工場
(女工) 1 (92名)，当内科入院一般患、者 21名，結
核患者 11名と種々雑多な集団を選び且つ叉注射部
{立もツ反応頻間施行部位，然らざる部位と分け，測
定は女工を除き他の集団は凡て 24，48，72時間の 3
同連続測定を実施し慎重に異常反応の有無を検討し
7こ。なお使用したツ液は 500倍， 2000倍， 16000倍， 
32000倍の 4種である。
その成績を総括するに凡ての集団を通じて 2000
倍陰性でより高度の稀釈液で、ある 16000倍， 32000 
倍で陽性(lOmm以上〉に転じた所謂異常反応者
は 1名も見られなかった。但し 3名の中学生に於て
2000倍で疑陽性 (5.-9 mm)の者が 16000倍で陽
性(10---14mm)に転じ，叉患者の場合，之は凡て
2000倍陽性者であるが一般患者の 2名に於て 16000 
倍より 32000倍で，結核患者の 2名に於て 2000倍
より 16000倍で発赤が大きく一見矛盾した現象と思 
われるものに遭遇した。
次にこの矛盾した現象を呈した各症例を詳細に検
討してみたいと思う。表 13に一般患者及び結核患
者に見られたそれ等の測定成績を示すが，問題とな
るのは先ず一般患者の 48時間における 16000倍と
32000倍の関係である。なお症例 21は3日後に左
上陣(全然ツ反応を施行したことなし〉で再検した
成績を表示した。さてこの測定成績を 24時間及び
72時間値と対比しつ L観察する時，発赤は確かに 
32000倍に於て若干大なることは事実であるが硬結
を考慮に入れた所謂結合強度を以てすれば明らかに
16000倍の方が強反応なることがわかる。叉結核患
者における問題点， 2000倍と 16000倍の関係をみて
もこのことは愈々明瞭なることが証明されている。
緒言に於て述べた如くツ反応が，ツ液の力価，注
射局所，注射技術，測定方法等の諸条件で若干の差
異を生ずることは常に遭遇することであって，特に
発赤に於てはその差が顕著である。従って常に綜合 
強度をもって比較しなければその強度を云々するこ
とは出来ないと考える。
次に表 14に中学生に見られた矛盾した現象と思
われる症例の測定成績を示すが(2000倍と 16000倍
の関係で、ある)， 24，48，72時間を通じ観察する時果
してこれが根本的に矛盾した現象ι断言出来るであ
表 12 第一内科入院結核患者 (0印矛盾現象〉
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表 13 一般患者に於て矛盾現象を呈した例 
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表 14 中学生に於て矛盾現象を呈した例
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ろうか。ッ反応施行の諸条件を厳密にすることが不
可能である以上当然のことではなかろうか。
なお苦々の実験に於て五井中学校生徒のみが同時
注射の部位としてツ反応頻回施行部位である左前時
を選んだが，特に矛盾した現象と思われるものの頻
度が多くなかったのは陰性乃至疑陽性等の弱反応者
を対象としたこと，及び反覆注射とはし、ぇッ反応の
胞行閣隔が比較的長かったことによるものと思われ
る。 
5.結論
著者等は対象を広く小学生，中学生，毛織工場女

工，当内科入院の一般及び結核患者と選び，稀釈度

の異れる 4種のツ液を用い，且叉注射局所もツ反応

頻回施行部位，然らざる部位に分け，女工を除き他

は凡て 24，48，72時間の 3回連続測定を行い異常反
 
応の有無、を検討し次の結果を得た。
 
1) 2000倍ツ反応陰性にしてより濃度のうすい 
ツ液即ち 16000倍， 32000倍で陽性を示す所謂異常 
反応者は 1名もなかった。 
2) 2000倍陽性者に於てその発赤径のみを以て 
すれば矛盾した現象と考えられる症例に遭遇した
が，硬結，二重発赤等を考慮に入れた綜合強度をも 
ってすれば濃度の濃いものの反応が明らかに強反応 
を呈した。 
3) 従ってツ反応に於ては濃度のうすいものが濃
いものより強反応を呈する矛盾した現象は起り得な 
いものと考えられる。 
終りに臨み御校閲をいたどし、た三輪清三教授並び
に本研究に際し終始苦々を御指導，御鞭態下された
名誉教授石川憲夫先生に深く感謝いたします。叉種
々御便宜を与えていたどいた第一内科教室の各位に
厚く御礼申上げます。
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